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　予算額は、国営公園が事業費 251 億
9,165 万円（国費 251 億 9,165 万円）、
国 営 公 園 等 事 業 調 査 費 が 事 業 費 1 億
5,000 万円（国費同額）、国営公園等事
業調査諸費が事業費 3,334 万円（国費同
額）、都市公園防災事業費補助が事業費
70 億 600 万円（国費 28 億 3,800 万円）
の合わせて、事業費 323 億 8,100 万円（国
費 282 億 1,300 万円）となった。
　このほか、社会資本整備総合交付金
9,018 億円（国費対前年度予算額 0.99
倍）、防災・安全交付金１兆 947 億円（国
費対前年度予算額 1.01 倍）等の内数に
都市公園等事業が計上されている。
　主要事項は、「人口減少社会における
個性あふれる地域の活性化」で、（1）都
市公園ストック再編事業の創設として、
立地適正化計画等に基づき行われる、子
育て支援や高齢社会対応としての整備や
配置の適正化など、地方公共団体におけ
る都市公園ストックの機能や配置の再編
を支援するため、社会資本整備総合交付
金等の基幹事業として都市公園ストック
再編事業を創設。
　（2）歴史的風致活用国際観光支援事
業の創設等として、①歴史的風致活用国
際観光支援事業の創設で、広域観光周遊
ルートの形成に向けた取組の一環とし
て、地域固有の歴史・文化を国際観光資
源としてより有効に活用するため、歴史

防災・減災害対策

的風致維持向上計画認定都市において、
官民により構成された協議会が作成する
整備計画に位置づけられた受入環境整備
に係るソフト・ハード両面の取組に対し
て総合的に支援。
　②集約促進景観・歴史的風致形成推進
事業の拡充で、景観・歴史資源となる
建造物の修理・改修等や景観や歴史文化
といった地域資源に着目した魅力ある地
域づくりに資する取組への支援を行うた
め、対象事業、対象地域を拡充。
　③地方の活性化の拠点となる都市公園
の整備で、地方のシンボルや観光振興の
拠点となる歴史的・文化的・自然的資源
を活用した都市公園の整備を支援するた
め、社会資本整備総合交付金等の基幹事
業である都市公園事業を拡充。
　（3）生産緑地の有効活用の推進として、
居住誘導区域内で教育・学習又は防災に
係る計画等の位置づけがある生産緑地に
ついて、買取り申出に基づく農地の買取
りを支援するため、社会資本整備総合交
付金の基幹事業である市民農園整備事業
の面積要件を拡充。
　「国土強靱化に資する都市の防災・減
災対策の推進」で、（４）みどりの防災・
減災対策推進事業の拡充として、みどり
の防災・減災対策推進事業の対象都市要
件に、「法律に基づき地震防災に関する
対策を推進する必要がある地域等に含ま

造園界の将来を担う若手経営者の皆さんへ

日造協理事、㈱もちだ園芸 代表取締役社長
持 田 正 樹

　皆さんは、各々の地域において日々
元気に社業に取り組んでいらっしゃる
ことと思います。
　しかし、我々の業界を取りまく環境
は、非常に厳しい状況が続いています
ね。先代の時代とは違い、公共事業の
削減による工事の激減、民間工事の低
コスト化、価格競争、資材人件費の上
昇、困難な技術者の育成と確保など…
そんな中「このままでは自分と会社の
将来像が見えない」という不安を抱え
ながらも、維持管理を主とした受注の
中で、地域と社員を守るため精一杯努
力なさっていることでしょう。
　私は、全国でも人口減少率の高い島
根県の小さな造園業者の二代目ですの
で、皆さんと同じか、もっと厳しい状
況の中で何とか頑張っています。
　日造協は、先代が設立時からの会員
であった流れで活動を続けてきました
が、年数を重ねるごとに総支部内の同
世代のメンバーとの強い絆ができ、ま
た、地域リーダーズ活動などの様々な
機会を通じて全国に多くの尊敬できる
友人ができました。40 代半ばで県支
部長になり、全国事業委員、昨年から
理事（多分一番若い方）を務めていま
す。
　今までの協会活動を通じて確信した
のは、「悩みながら自分の地域だけに
こもっていても何も始まらない」「業
界全体が発展しないと自社も良くなら
ない」ということです。そして昨年秋、
全国に仲間を増やすためアクションプ
ログラム推進等特別委員会に設置し
た「会員拡大プロジェクトチーム」部
会長に委員の皆様の推薦で就任しまし

た。
　ピーク時には 1,600 社いた会員が
皆様御存知の通り現在は 800 社台に
なり、日造協の将来のための財政基盤
強化及び協会活動の活性化の面から
も、会員の減少からこれも時代の流れ
と目を逸らす訳にはいかない状況に
なってきています。当然、結果として
数字のついてくる難しい役どころです
が、全国の多くの仲間の支えにより取
り組んでいるところですので、「会員
拡大」に皆様の更なる御協力を頂くよ
うお願いします。
　造園関係団体は、全国組織、地域単
位と様々ありますが、どこも会員が減
少しています。それは、「会費を払っ
ても仕事に繋がらない。メリットがな
い。」と退会する方が多いからですね。
しかし、現在の業界の状況において、

「協会イコール受注」という考え方は
全くナンセンスで、そういう考え方で
退会した業者ほど先にダメになるで
しょう。「協会活動を通じて経営者と
しての資質と自社の社会的信頼を向上
させ、地域の緑環境創造に携わる企業
として社会貢献を果たす」という志が
大切であり、メリットとは自分で動い
て引き出すものではないでしょうか？
与えられるのを待っていても何も変わ
りません。
　日造協のネットワーク（人的、組織
的、社会的）には多くのチャンスがあ
ります。仲間と共に、日造協全体が一
つのチームとして皆で前を向いて業界
の明るい未来のために、歩を進めて行
きましょう。

　国土交通省の平成 27 年度公園緑地・景観・歴史環境等関係予算概要は、事業費 323 億
8,100 万円（国費 282 億 1,300 万円）で、対前年度予算額 1.02 倍（国費 1.01 倍）となった。

本号の主な内容
 ２、３面  【特集】造園工事と安全　日造協 技術調査部長 野村 徹郎
             日造協による職長教育の推進について／ご案内 日造協の発行図書
　　　　 労災における事業者の四重責任と安全配慮義務について
                          　 損保ジャパン日本興亜リスクマネジメント㈱　水田　潤
　　　　 平成 27 年度 全国安全週間  7/1 ～ 7/7 実施  6/1 ～ 6/30 準備期間
　３面   【学会の目・眼・芽】造園界の進むべき道を探ろう！
　　　    （公社）日本造園学会 　関西支部長 大阪府立大学大学院 上甫木 昭春
　４面   【ふるさと自慢】宮城県　小松 恭子（東洋緑化㈱）
　　　　 宮城のＢ級グルメ・おやつ編　どれもお手軽　ぜひお試しを　　　　
　　　　【緑滴】 新天地での音楽活動  　　出口 美佳（大島造園土木㈱）
　　　   【賛助会員の紹介】ポンプ エンジン 防災で社会に貢献  ㈱丸山製作所

法定福利費の内訳を明示した標準見積書の活用により、法定福利費の確保を図りましょう！

平成 27 年度

通 常 総 会
講 演 会 ・ 意 見 交 換 会
6 月 2 3 日 ㈫ 1 4 : 0 0 ～
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東 京 都 千 代 田 区 隼 町 1 - 1
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会員の皆様のご参加をお願いいたします。

人事異動
国土交通省都市局関係     （4 月 10 日付）
公園緑地・景観課長補佐＝平塚勇司（公
園緑地・景観課付）
公園緑地・景観課景観・歴史文化環境整
備室企画専門官＝江藤洋一（公園緑地・
景観課景観・歴史文化環境整備室課長補
佐）
東北地方整備局東北国営公園事務所長＝
脇坂隆一（東北地方整備局国営みちのく
杜の湖畔公園事務所長）

事業費 323 億円に
平成 27 年度 国交省公園緑地等関係予算

春の叙勲
中村澄夫氏が受章

　2015 春の叙勲受章者が発表され、
日 造 協 関 係 で 中 村
澄夫氏が受章した。

【瑞宝単光章】
　中村澄夫氏（71）、
茨城県那珂市、㈱千
本 杉 代 表 取 締 役 社
長中村　澄夫 氏

れる都市」を追加した。
　なお、明日香村歴史的風土創造的活用
事業交付金等は事業費 1 億 5,000 万円、
みどりの防災・災・減災対策推進事業等
は事業費 1 億 2,000 万円、集約促進景観・
歴史的風致形成推進事業等は、事業費 7
億 9,000 万円、歴史的風致活用国際観
光支援事業は、事業費 2 億 6,000 万円、
集約型都市形成のための計画的な緑地環
境形成実証調査等は、事業費 8,800 万円
となった。

歴史的風致活用国際観光支援事業

 ② 歴史的風致を活用した広域観光周遊ルートの形成に向けた環境整備  

 

広域観光周遊ルートの形成と受入環境整備は、訪日外国人の増加を図るとともに、その

ルートに位置づけられた都市において、魅力の向上、賑わいの創出をもたらし、地域の活

性化に繋がるものである。 

広域観光周遊ルートの形成に向けた取組の一環として、地域固有の歴史・文化を国際観

光資源としてより有効に活用するため、歴史的風致維持向上計画認定都市（地域における

歴史的風致の維持及び向上に関する法律）において、官民により構成された協議会が作成

する整備計画に位置づけられた受入環境整備（人材育成、案内板の多言語化等のソフト・

ハードの取組）に対し、総合的な支援を行う。 

 

事業費 ２．６億円（皆 増）、国 費 １．２億円（皆 増） 

 
 

 
 
 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 広域観光周遊ルート形成に向けた受入環境整備を促進することにより、歴史的風致を活用した都市の

魅力の向上及び賑わいの創出が図られ、地域の活性化が実現される。 

施 策 効 果 

広域観光周遊ルートの形成 

観光庁と連携 

歴史的風致維持向上 

計画認定都市 

歴史的風致活用国際観光支援事業 

【広域観光周遊ルートのイメージ】 

官民により構成された協議会に

おいて整備計画を作成 

 

【歴史的風致維持向上計画認定都市における整備イメージ】 

案内板等の多言語化、歴

史的景観との調和に関する

ガイドラインの策定等 

歴史・文化を活用した訪

日外国人向け体験プログラ

ムの開発等 

歴史・文化ガイドリーダ

ー育成研修等 

観光案内所、休憩所等

の利便施設の機能向上等 

受入環境整備に係るデー

タ収集・分析、目標数値の

モニタリング等 

- 17 -災害時における周辺住民や帰宅困難者
等の避難地等としての整備を実施する

非常用発電施設の整備等を行い、防災活動拠
点・広域避難場所等としての機能を強化する。
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　造園工事は、個人邸から広大な自然地
域までを対象とし、使用する資材は、植
物や不定形な自然石など造園特有のもの
や、土木、建築用資材も含め多様である。
　施工現場も主に屋外だが、屋上や壁面、
屋内など多様であり、関連工事との調整
も不可欠で、安全面での配慮が欠かせない。
　さらに、修景的な造成や傾斜地など、
地表面が平坦であることが少なく、剪定
など樹上や高所での作業もあり、多様な
施工環境への対応が必要となる。
　造園工事に限らず、労働者の安全と健
康はかけがえがなく、労働災害は、被災
者だけでなく、家族や職場、会社、さら
には社会にも大きな影響を与える。
　特に、労働災害を起こした企業は、社
会的責任をはじめ法的責任（刑事、行政、
民事）を負わなければならない。
●日造協の取り組み
　日造協では、造園工事の特性を踏まえ
て施工に伴う安全確保、労働災害の防止
に向けた種々の活動を事業計画にも掲げ、
関連図書の発行や安全週間に合わせたポ
スターの配布、造園施工現場の安全衛生
の推進に向けた職長・安全衛生責任者教
育のための講習会、さらに、造園作業用
のシットハーネスの開発、販売に向けた
取り組みを進めている。
・造園安全衛生管理の手引き
　本書は、平成 8 年に発刊され、その後「労
働安全衛生マネジメントシステム」や、「危
険性又は有害性等の調査等に関する指針」
いわゆる “ リスクアセスメント指針 ” など
を盛り込み改訂を行ってきた。日造協会
員を対象に実施している労働災害の実態
調査をもとに、造園建設業の特色を反映
した実効性の高い手引きとなっている。
　今回の改訂は、労働安全衛生法など関
連法令に対する記述を全面的に見直すと
ともに、造園工事の作業別安全基準を工
程にしたがって解説している。
　本書が施工現場や事業所に常備される
ことで、必要に応じて参照される資料集
となり、自主的な安全衛生管理活動の推
進につながるよう活用していただくこと
を目指している。
・造園工事安全作業のしおり
　胸ポケットに収まるコンパクトサイズ

で、現場で役立つ内容を収録している。
●実態調査にみる造園の労働災害の特徴
　日造協会員の労働災害の実態調査は、
平成 21 年 1 月 1 日から平成 25 年 3 月
31 日の間に発生した造園工事、維持管理
中の労働災害、第三者災害、物損等の事
故について回答を求めたものである。
　何らかの事故が発生したのは、有効回
答のうち約 30％であり、人身事故につな
がっている事例が多い。
・事故時の作業内容
　事故のときに従事していた仕事は、新
設工事よりも、維持管理中の事故が多く
発生し、特に樹上作業や芝草刈中の事故
が多い傾向にある。
　街路樹の剪定は、地表面がアスファル
トやコンクリートであることがほとんど
で、墜落した場合には重篤な災害につな
がる可能性が高い。
　事故の原因では、人の不注意や現場が
不安全な状態であったなど、作業員の注
意や現場の環境整備により防止できたと
思われる事故が多くなっている。
　また、高圧線と接近した状況も多く、
感電事故の可能性も高い状況にある。
　高圧線に接近して剪定を行わなければ
ならない場合は、事前に電力会社に連絡
し、防護管の取り付けを依頼するなど、
事故を未然に防ぐことも大切である。
・事故は施工中に限らない
　造園工事で事故が発生するのは施工中
だけでなく、剪定枝葉を処分するために

清掃工場で作業員がダンプの後部アオリ
とともにごみバンカに落下するという事
故も発生しており、幸いに怪我はなくア
オリ板も引き上げることができたが、工
場の作業が数時間停止した。
　ごみバンカは酸素濃度が低く転落する
と危険であり、工場の運転を停止させた
場合、多額の損害賠償の可能性もある。
●安全教育の実施
　労働災害の防止を図るためには、設備・
機械等の “ 物的面 ” の対策として「本質安
全化」を進める一方で、“ 人的面 ” の対策
の柱として従業員に対して安全衛生教育
を実施しなければならない。
　安全衛生教育の目的は、従業員に必要
な知識、技能、態度を習得させ、能力を
高めて、各自の役割を実行させることに
より、「安全を確保し生産性を向上させる」
ことにある。
●高所作業の安全対策
　高所作業車による剪定が困難な現場で
は、はしごで昇降し、枝上での作業をす
る場合が多い。やむを得ずこのような状
況で作業する場合は、墜落防止のため安
全帯の着用が必須であるが、安全帯のフッ
クを掛ける枝の選択や体重をかける前の
事前確認を必ず行うとともに、移動中に
安全帯ランヤードフックがかかっていな
い状態をなくすため、２丁のランヤード
を使用して交互に架け替えながら作業を
行う方法を推奨している。
　また、作業中の身体を安定させるため、

２本のランヤードと自分の足で３点支持
の体勢を作り安全を確保する作業方法も
検討すべきである。
　安全帯よりもさらに確実に身体を支え、
腰への負担も少ない造園作業用のシット
ハーネスを開発し、販売に向けて準備中
である。
　また、鋸やハサミなどの道具の落下に
よる第三者災害を防止するためには、腰
ベルトから伸縮可能なセーフティーコー
ドを装着すると良い。
●安全の基本は、原因の芽を摘み取り
　今日では、労働災害を起こさないこと
はもちろんのこと、労働災害発生に至る
前の危険な状態（いわゆるヒヤリ・ハット）
を防ぐことが求められており（災害ゼロ
から危険ゼロへ）、この労働災害の原因の

「芽」を事前に発見し、「摘み取る」ことが、
安全衛生管理の基本である。

　建設現場での安全衛生管理はきわめて
重要なものであり、造園工事の現場にお
いても安全衛生管理をさらに充実させる
必要があります。そこで日造協では平成
25 年度に調査研究事業を開始し、翌年
から造園施工技術、造園工事の安全対策
および会員支援事業として職長教育を実
施しております。現場の第一線で実施す
る労働安全衛生活動において職長教育は
重要なものとなっておりますので、今後
も日造協の事業として職長教育を推進し
てまいります。

1. 講師養成
　日造協の事業運営方針において安全衛
生対策の推進には、「外部に頼るだけで
なく、内部（プロパー）で講師を育成し
て実施していけるようにする」という方
向性が示されました。そこで、総支部の
日造協会員企業から適切な人材を推薦し
ていただき、職長講師育成講習会を受講、

終了後は日造協の実施する職長教育講習
会の講師として活動いただいています。
　現在９名の講師が誕生しています。今
年度も講師育成を計画していますので人
材の推薦お願いします。
• 推薦条件
　講義講師として参加出来る方（年間３
回程度）
　講師研修建災防の講師養成講座に４日
間参加出来る方（ 千葉研修センター）　

２．職長教育
　職長教育は、新たに職務につくことと
なった職長及びその他の作業中の労働者

日造協による職長教育の推進について
職長教育講習会講師 9 名が誕生　今年も講師育成を推進

を、直接指導又は監督する者に対して、
法で定める職長等教育を行わなければな
らないと定められています。職長とは総
称に過ぎず、事業場によっては、監督、
班長、リーダー、作業長、さまざまな名
称で呼ばれますが、仕事を行う現場で指
揮、命令する人は必ず職長教育が必要と
なります。
　昨年度、各総支部に行った講習会開催
希望のアンケート調査結果に基づき、希
望者が多かった総支部を選出し、関東甲
信総支部の東京会場、九州総支部の福岡
会場、近畿総支部の京都会場の３ヵ所で

職長教育講習会を開催し 49 名が受講さ
れました。
　今年度は、多くの希望者に応えるため
のアンケート調査を行い、開催時期や開
催地の希望を反映してまいります。

　日造協では、造
園に関する技術
書をはじめ、安全
衛生管理などの
実務書などの書
籍・冊子、映像を
中心としたＣＤ -
ＲＯＭやビデオ
などを作成して
います。
　現在の最新刊は、「植栽基盤整備ハン
ドブック」で、2010 年の第 3 版を改訂し、
最新の情報を盛り込みました。
　日造協のホームページでは、これらの
書籍を紹介、ホームページから購入でき
ます。ぜひ、業務にお役立てください。

「造園安全衛生管理の手引き」
　2015 年度改訂版で、最新の法令関係

の充実や労働災害の実態調査結果を盛り

込み、現場での実効性を高めています。 

「造園安全作業のしおり」 2013 年発行
　胸ポケットに入るスマートサイズ版
http://www.jalc.or.jp/publish/index.html

日造協の発行図書ご案内

（一社）日本造園建設業協会　事業委員会 　人材育成部会　職長担当　佐藤英介

講習会のようす（京都会場）

「造園安全作業
のしおり」

    特 集　造園工事と安全　　（一社）日本造園建設業協会　技術調査部長　野村 徹郎

従事作業
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　学会の目・眼・芽　第66回

造園界の進むべき道を探ろう！
　日本造園学会関西支部は来年度設立
50周年を迎えます。この間、日本社
会は戦後の高度経済成長の時期を経て、
その後国内の環境問題から地球規模の
環境問題へと認識が広がり、近年は人
口減少と超高齢化社会に突入していま
す。
　このような状況の中で、緑地空間に
着目すると、人口減少などに伴う空閑
地の増大も予想され、生活環境におけ
る自然インフラを再構築するチャンス
ともいえるのではないでしょうか。
　そこで、日本造園学会関西支部では、
これまでの歩みを総括しつつ、これか
らの進むべき方向性を探ろうとしてい
ます。

◆
　その一つが、ランドスケープ遺産の
インベントリーづくりであります。ラ
ンドスケープ遺産とは、長い歴史の中
で地域の自然環境や営みの結果として
成立した固有の資源であり、今も存続
し地域の個性を創出しています。
　したがって、自然インフラの再構築
においては、上記のランドスケープ遺
産の保全と再生との協調が大切であり、
最近国の施策として打ち出された地域
創生の基軸としても、ランドスケープ
遺産の認知と存続は重要な課題である
といえます。
　また超高齢化社会などに伴い、地域
コミュニティの再生も益々重要な課題
となってくると予想されますが、その
解決方法の一つとして自然インフラを

活かした多様な緑地の楽しみ方の提供
も必要と思われます。
　これに関して関西では、千里万博、
鶴見花博、淡路花博が開催され、それ
ぞれの時代背景の中で生活環境の質の
向上を目指した様々な取り組みが試行
されてきました。
　しかし、現在の若手、中堅のランド
スケープの技術者にはその実態が継承
されているとは言い難い状況にありま
す。
　そこで、これらの博覧会に係わった
先達の思想や技術などを再認識するた
めに、各博覧会の講演会を実施し、花
緑による生活文化形成のあり方なども
探ろうとしています。
　さらにその拠点として期待される公
園緑地のマネジメントについても、多
様な主体による多面的な管理運営をい
かに進めていくかも大きな課題であり、
人々の生活や生き物を扱う技術に長け
た造園界が担うべき役割として議論を
深めたいと考えています。

◆
　以上のいずれの企画においても、一
過性のイベントではなく、造園界に係
わる様々な人々の参画による継続的な
議論を進め、産官学民が本気を出して
知恵を出し合い、相互理解も深め、目
標の共有化を目指したいと考えていま
す。特に次代を担う人々の積極的な参
画をこの場を借りて切にお願いしたい
と思います。

（公社）日本造園学会 関西支部長 大阪府立大学大学院 上甫木 昭春

１．はじめに　
　「四重」という言葉は、弦楽四重奏（第
一バイオリン、第二バイオリン、ビオラ、
チェロ）であれば、クラシック音楽の優
雅な印象を持つ方も多いと思います。
　一方、死の四重奏（糖尿病、肥満、高
血圧、高脂血症（最近は脂質異常））と
なると、中高年の方にとっては生命に関
わる恐ろしい印象を持ちます。また、四
重楽？はなくても四重苦という単語を耳
にすることはしばしばあります。
　このように、「四重」という言葉は負
のイメージが強く、今回のテーマとして
取り上げた「四重責任」も、事業者とし
てやはり負のイメージでとらわれがちで
すが、正しく理解し、日頃の安全管理に
役立てていただきたいと思います。

２．事業者の四重責任とは
　労災における事業者（会社の代表者で
ある社長をはじめ、現場の所長・監督者
など）の責任には、法的責任として、刑

事責任、民事責任、行政責任の三つがあ
ります。それに社会的責任を加えて事業
者の四重責任と呼ばれています。
 
３．安全配慮義務とは
　事業者の四重責任のうち、民事責任に
含まれる安全配慮義務は、平成 20 年 3
月 1 日に施行された労働契約法第 5 条に

「労務の提供に当たって労働者の生命・
健康などを危険から保護するよう配慮す
べき使用者の義務」と明記されました。
事業者は労働者に対して安全の確保とこ
れに必要な配慮を行わなければなりませ
ん。しかも、安全配慮義務の範囲が法の
順守だけではなく、事業者が策定した就
業規則や作業標準なども守り、さらに労
働災害を前もって予見してこの危険から
回避する義務があります。

　たとえば、高木の剪定などの高所作業
の場合、事業者が安全帯の着用を指示し
ていたとしても、安全帯未着用の労働者
がいることを知っていて黙認していた場
合は安全配慮義務違反に問われることと
なります。なお、安全帯の着用義務が労
働安全衛生規則に定められています。
 
４．安全配慮義務違反とならないために
　第一に、皆様の仕事現場においてどの
ような危険が存在するのかを前もって把
握する必要があります（予見可能性）。
　次に、把握した危険をそのままにせず、
回避する必要があります（危険回避義務）。
　この 2 点について実施することが、近
年耳にすることがあると思いますが、ま
さにリスクアセスメント（リスクの特定、
リスクの見積り、優先順位の検討、実行）
を実施することになります。実際には他
にも注意しなければならない点や解釈は
ありますが、大まかには上記の通りです。

５．おわりに
　事業者の四重責任に問われないため
に、あらかじめリスクアセスメントなど
の対策を実施して予見し得る労働災害を
防止し、従業員の生命と身体を守ること
に注力することが望まれます。

労災における事業者の四重責任と安全配慮義務について
損保ジャパン日本興亜リスクマネジメント㈱　リスクエンジニアリング事業部　労災物流グループ　　水田　潤

日造協 団体保険制度のご案内

　平成 27 年度全国安全週間が、厚生労
働省、中央労働災害防止協会の主唱で、
平成 27 年 6 月 1 日から 6 月 30 日まで
を準備期間に、7 月 1 日から 7 月 7 日
まで実施される。
　全国安全週間は、昭和 3 年に初めて
実施されて以来、「人命尊重」という崇
高な基本理念の下、「産業界での自主的
な労働災害防止活動を推進し、広く一般
の安全意識の高揚と安全活動の定着を図
ること」を目的に、一度も中断すること
なく続けられ、今年で 88 回目を迎える。
　この間、労働災害を防止するため、事
業場では、労使が協調して、労働災害防
止対策が展開されてきた。この努力によ
り、労働災害は長期的には減少している。

しかし、死亡災害は平成 21 年から大幅
な増減を繰り返し、長期的には減少して
いるが、平成 26 年上半期は労働災害が
大幅に増加し、8 月に緊急対策を講じた
ものの、平成 26 年の労働災害は前年を
上回る結果となった。
　この増加の背景には、消費税増税前の
駆け込み需要や大雪の影響のほか、産業
活動が活発化する中で人手不足が顕在化
し、職場に潜む危険要因を察知できるだ
けの経験が無い未熟練労働者が増えてい
ることや、企業の安全管理体制のほころ
びが想定される。また、重篤な災害が少
ない第三次産業においては、安全に対す
る意識が十分とは言い難い状況も考えら
れる。
　これらの状況を踏まえ、平成 27 年度
の全国安全週間のスローガンについて
は、安心して働くことができる職場づく
りを目指すに当たり、職場をあげて危険
個所を発見し、速やかに労働災害防止対
策を講じることを通じて事業場の安全意
識を醸成することが重要であるという観
点から、スローガン「危険見つけてみん
なで改善　意識高めて安全職場」が示さ
れた。
　全国安全週間を契機として、それぞれ
の職場で、労働災害防止の重要性を認識
し、安全活動の着実な実行を図ることが
求められている。
　日造協では、協会名入りポスターを作
成し、労働災害防止の周知を行います。
どうぞご活用ください。

平成 27 年度 全国安全週間
7/1 ～ 7/7 実施　　6/1 ～ 6/30 準備期間

　日造協団体保険制度は、昭和 57 年に
設けられ、団体のスケールメリットを活
かし、一般契約の約 8 割から 9 割の割
安な保険料で加入でき、広く会員に利用
されています。
　団体保険のメニューは、①政府労災上
乗せ補償制度（労災総合保険）、②第三

者賠償責任補償制度（賠償責任保険）、
③工事対象物補償制度（土木工事保険）
の 3 種で、労災総合保険は、経営事項審
査にて 15 ポイントが加算されます。
　申込締切は、6 月 25 日となっていま
すので、この機会にご活用ください。



　就職を機に上京し、早 3
年が経ちました。生まれて
から大学卒業まで地元で過
ごした私にとって、慣れな
い土地での新生活は非常に
不安なものでした。そんな
折、知らない土地での新し
い人間関係を求めて、学生
時代から打ち込んでいた音
楽活動を続けようと思い、
オーケストラの楽団を探し
始めました。社会人 3 ヶ月
目、私は横浜にある設立 80
年超という老舗のオーケス
トラに入団しました。楽団
はアマチュアにも関わらず、
年 間 8 回 の 定 期 演 奏 会 を
行っており、より沢山の経
験を積めると思ったため入
団を決めました。

　実際に入団し
てみると、演奏
会回数が多いた
め、練習期間が
短 く 1 つ の 演
奏会が終わって
もすぐに次回の
演奏会の練習に
取り掛かる必要

があり、当初は慣れない仕事や生活と
の両立は想像していたよりも大変でし
た。しかし、同じ趣味で集まる仲間と
の練習は楽しいもので、仕事にも慣れ
た今では毎日の生活が非常に充実して
います。特に、練習後の一杯は格別で、

練習の反省や曲の解釈等の様々な意見
交換をしながら音楽について語り合っ
ています。オーケストラでは演奏中に
目と耳を駆使し、周りの状況を把握す
ることが必要です。そのため、演奏中
以外にも細かなコミュニケーションを
取ることで良い演奏に繋っていると感
じています。
　楽団のメンバーは高校生から 80 代
という幅広い年齢層の方が所属してい
るのですが、私と同様に仕事と両立し
ている方、引退された方様々です。そ
んな方々から日々刺激を頂き、素晴ら
しい音楽を奏でるために、これからも
精一杯音楽を続けていきたいと思いま
す。

れば1本90円くらいから楽しめます。
　どれもお手軽ですので、宮城、仙台にお
越しの際はお試しくださいませ。

小松 恭子（東洋緑化㈱）

をかけて作って食べたものですが、最近で
は、ずんだスイーツとして、ロールケーキ
やシェイク、大福、プリンなどいろいろな
種類の‘ずんだ’が年中楽しめます。団子であ

ます。厚切りにした豆腐をじっくり二度揚
げして作られるあぶらあげ（見た目は厚揚
げ）は、外はカリッと、中はふっくらでお
いしい！
　お土産にはもちろんですが、揚げたて
熱々をお店で食べるのが一番美味しいで
す。 
Ｂ級２番　仙台の老舗かまぼこ店の名物
「ひょうたん揚げ」（170円/本）は、蒸
しかまぼこに衣をまとわせてサクサクふわ
ふわに揚げた一品。見た目はアメリカン
ドックですが、食べてみると、ふわっと軽
い食感で、ほんのりと甘い衣とかまぼこの
相性がバツグン。そのままはもちろん、ケ
チャップをつけてもおいしい。他のお客様
と店先で食べるのが定番です。
Ｂ級３番　枝豆を茹で、薄皮を剥いて潰し、
砂糖を混ぜてできた‘ずんだ’を餅にまぶした
「ずんだ餅」。家庭ではお盆に大変な手間

　皆さんは‘宮城のグルメ’と
聞いて、まず何を思い浮か
べますか？
　やっぱり、牛タン、笹か
ま、萩の月など有名どころ
でしょうか？
　各地方に有名な食べ物は
ありますが、地元の者は普
段食べないというデータが
あるそうです。そんな中で
も、仙台市在住の筆者でも
食べたことのあるＢ級グル
メ（おやつ編）をご紹介し
たいと思います。
Ｂ級１番　仙台市中心部か
ら少し離れた地域にある定
義如来西方寺の門前仲町に
は、名物「三角定義あぶら
あげ」（120円/枚）があり
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編集後記　今年は例年にないペースで台風が発生しているそうです。ＧＷ明けから夏日となり春も終わり夏になった感が
あります。尋常ではないこれからの熱さをどうやって乗り切るか…、これから暑さも本番です。皆様どうぞご自愛ください。
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事務局の動き
【4 月】
  1 ㈬・春の都市緑化推進運動　～ 6/30
  2 ㈭・資格制度委員会 ( 植栽基盤診断士検討チーム）
  3 ㈮・資格制度委員会 ( 街路樹剪定士検討チーム）
  7 ㈫・資格制度委員会 ( 新資格制度検討チーム）
  8 ㈬・総務委員会（広報活動部会）
13 ㈪・アクションプログラム推進等特別委員会
14 ㈫・技術委員会（安全部会）
15 ㈬・みどりの月間　～ 5/14
　　  ・資格制度委員会
16 ㈭・事業委員会（造園フェスティバル推進部会）
17 ㈮・造園・環境緑化産業振興会事務局会議
20 ㈪・第２回緑・公園関係団体協議会
　　  ・技術委員会（技術・技能部会）
27 ㈪・第９回みどりの式典

【5 月】
  8 ㈮・植栽基盤診断士補研修会の講師説明会～ 5/9
12 ㈫・植栽基盤診断士認定委員会（試験部会）
　　  ・総務委員会（広報活動部会）
13 ㈬・運営会議
20 ㈬・総務委員会 ( 財政・運営部会 )
21 ㈭・アンタルヤ国際園芸博覧会日本庭園出展実
　　　 行委員会設立準備会等

22 ㈮・監事監査
26 ㈬・技能五輪全国大会に係る合同委員会
　　  ・植栽基盤診断士認定委員会
28 ㈭・総支部長等会議
　　  ・第１回通常理事会
29 ㈮・登録造園基幹技能者制度推進協議会 総会
30 ㈯・第 26 回全国「みどりの愛護」のつどい

委員会等の活動
●技術委員会（技術・技能部会）
　「緑地育成工」に対応した工種ツリーの提案を検討
した。（4/20）
●事業委員会（造園フェスティバル部会）
　昨年度の開催報告書を確認し、今年度１０回目の
企画を検討した。（4/16）
●資格制度委員会
　街路樹剪定士、植栽基盤診断士制度の実施体制、
スケジュールについて確認した。（4/15）
●アクションプログラム推進等特別委員会
　女性就業促進検討特別部会のアンケート結果報告
と、部会員構成の確認、今後の活動方針を検討した。
　会員拡大プロジェクトチームの活動方針について
意見交換を行い、今後の活動方針等について検討し
た。（4/13）

第 662 回定期演奏会風景

マイ楽器“ホルン”

過去の演奏会パンフレット（一部）

 日造協賛助会員の紹介　　　　㈱丸山製作所
ポンプ　エンジン　防災で社会に貢献

ずんだロールケーキ ずんだ団子

ずんだ餅

ずんだシェイク

　当社は、1895 年（明治
28 年）国産初の消火器の
製造を始め、防災・緑化機
械・産業用ポンプ・エンジ
ンのメーカーとして、本年
創業 120 周年を迎えまし
た。
　薬剤散布用の動力噴霧機
や動力刈払機を通じ蓄積し
た技術で、防除機・高圧洗
浄機・チェンソー・刈払
機・ヘッジトリマーなど造
園緑化機械分野の製品開発
を行い、国内・海外に商品、
部品供給と品質保証まで一
貫した販売を進めておりま
す。

　造園建
設業界に
おきまし
ても、お役立ていただける
ものと考えております。
㈱丸山製作所  〒 101-0047
東京都千代田区内神田 3-4-15
TEL:03-3252-2281   
FAX:03-3252-2253
http://www.maruyama.co.jp/


